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円
月
百
日
か
5
2

月
四

国
酬
凶
凶
閏

で
す
。

現
在
町
内
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
配
慮
し
、
事
故
の
な

(注)

「塩ヶ森ふるさと公園」は 、 入園者の

安全確保のため、狩猟者の立入りを禁

止しております。

・ 鳥獣保護区等において 、 里子猿、イノシ

シ等により農林作物に対し著しい被害

が発生する場合には 、 有害鳥獣駆除を

実施することができます。

区域名 地区名 内 ~均:t 設定期 間

鳥獣保護区 船野 山
鳥獣の積極的な保護増殖を図るため、 10年間 平成 3 年11 月 1 日から

鳥獣の捕獲を禁止する 。 平成13年10月 3 1 日まで

休 j嵐 区 白 猪
~~j 猟鳥獣の生息数の自然的回復を促進するた 平成10年11 月 1 日から

め、 3 年間鳥獣の捕獲を禁止する 。 平成13年10月 3 1 日まで

銃猟による危険を未然に防止 し、また静ひっ
平成 3 年11 月 l 日から

銃猟禁止区域 前松瀬 川 を守るため、 10年間銃部ì\による鳥獣の捕獲を
平成13年10月 3 1 日まで

禁止する 。

広報かわうち
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介護保険

Ql 
介
護
保
険
は

で
す
か
。

掛
け
捨
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
な
け
れ
ば

、

掛

け
捨
て
と
な
り
ま
す

。

A 月 Q2
な自
け分な
れがぜ
';l強 、
な制「
ら力日必
な入要
いでも
の入な
でらい

介
護
は

、

医
療
ほ
ど
サ

ー

ビ
ス
利
用
者
の
率
が
高

く
な
る
と
は

圭
一守え
ま
せ
ん

が
、

年
齢
が
上
が
れ
ば
上

が
る
ほ
ど

、

要
介
護
状
態

に
な
る
確
率
は
高
く
な
り

ま
す
。

介
護
は
、
本
人
だ

け
の
問
題
で
は
な
く

、

介

護
者
と
な
る
方
た
ち
の
問

題
で
も
あ
る
わ
け
で
す
か

ら

、
介
護
に
出
合
う
確
率

は
倍
増
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

家
族
だ
け
で
介
護

を
支
え
て
い
く
の
は

、

も

は
や
困
難
な
社
会
的
状
況

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
社

会
全
体
で
支
え
て
い
く

必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
介
護
保
険
制
度

A 

が
誕
生
し
た
と

言

え
ま
す
。

q
u

現
在
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

Q
は
ど
う
な
り
ま
す
か

。

従
来
の
制
度
で
は

、

サ

ー
ビ
ス
の
必
要
性
を
行
政

が
判
断
し
、
所
得
に
応
じ
て
利
用

料
を
徴
収
す
る
と
い
う
形
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は

、

保
険
に
加
入

し
保
険
料
を
払
う
こ
と
で

、

自
分

で
申
請
し
認
定
さ
れ
れ
ば
、
誰
も

が
同
じ

一
割
の
利
用
料
を
払
う
こ

と
に
よ
り
、
自
分
で
選
択
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
、
と
い
う

形
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

。

狭
い
意
味
で
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス

の
形
で
は
な
く
な
り

ま
す
が

、

保

険
制
度
に
よ
る
新
し
い
社
会
保
障

制
度
に
移
る

、

と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

A 

組
斗

な
ぜ

、

四
十
歳
か
ら
の

Q
加
入
な
の
で
す
か

。

介
護
保
険
の
給
付
は
、

基
本
的
に
六
十
五
歳

以
上

を
対
象
と
し
て
い
る
の
で

、

四
十

歳
か
ら

の
加
入
に
納
得
が
い
か
な

い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
り
ま
す

が
、

六
十
五
歳
以
上
で
構
成
し
た

と
し
て
も
、
そ
の
大
半
は
年
金
生

活
者
で
あ
り

、

保
険
料
の
負
担
を

考
え
て
も

、
制
度
の
設
立
は
不
可

能
で
す
。

現
行
の
老
人
保
健
法
が
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
の
観
点
か
ら
高
齢

期
に
備
え
る
た
め
に
四
十
歳
以
上

を
対
象
と
し
て
い
る
の
を
受
け

て
、

介
護
を
予
防
す
る
た
め
の
健

康
へ
の
配
慮
を
促
す
年
代
で
あ
る

と
の
考
え
方
か

ら

、
今
回
の
対
象

年
齢
と
な
り
ま
し
た
。

A 口
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は

、

役
場
福
祉
謀
介
護
保
険
係

箇
9
6
6

・

2
2
2
3
(
福

祉
課
直
通
)
か
宙
9
6
6

・
2

2
2
2

(役
場
)
ま
で

12月の
要介護認定
の受付は、

前松瀬川・奥松瀬川・横灘団地

北方東・北方西

十
二
月
の
要
介
護
認
定
の
受
付

は
、

前
松
瀬
川

(
鳥
の
子
・
原

・

横
灘

・

西
組
)
、
奥
松
瀬
川

(川

筋
・

添
谷

・

桧
皮
・
音
田

・

上
ケ

成
・

三
軒
屋
)、

横
灘
団
地

(
一

区

・

二
区

・

三
区
)

、

北
方
東

(
西
之側
・
{
玉
泉
・

原
沖

・
日

一之

上
・

上
海
上

・

下
海
上

・

猪
之

窪
)、

北
方
西

(
上
古
市

・

下
古

市
・

西
古
市

・

西
中
村
・
東
中

村
)
の
方
々
で
す
。

お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

，〆〆'一

広報かわうち



11月臨時町議会報告
平成11年度11月臨時町議会が、去る11月 2 日聞かれ、

一般会計補正予算案など議案 2 件を審議し、いすれ

も原案どおり可決されました。

重
機
借
上
料
や
人
件
費
の
災
害

復
旧
経
費
の
補
正
で

補
正
総
額

二
八

、

0
0
0
千
円

B
hN
4
l
、

主
奥

日
A川
=
=
口。令
削
申
各H

五
、
二
六
五
、

O
九
O
千
円

O
平
成
十
一
年
度
地
域
戦
略
プ
ラ

ン
事
業
西
中
村
西
組
線
道
路
改

i 改良が進む i 
i 町道西中村西組線

一
般
議
案

コンピュータ西暦2000年問題 (以下

12000年問題j という 。) とは、日時や年

齢を計算する際、コンピュ ー タ機器の一

部が西暦の下 2 桁のみを用いていること

により、機器の動作停止や誤った処理が

起こるのが2000年問題です。

2000年問題は、好むと好まざるに関わ

らず、機器の停止や誤動作により、社会

経済活動や地域住民の日常生活に重大な

支障を及ぼす恐れがあり 、内外のあらゆ

る組織が適切な危機管理計画を講じなけ

ればならない緊急の問題となっておりま

す。

川内町においても 、この問題に迅速に

対応し、適切な処置を行うため、「川内

町コンピュ ー タ西暦2000年問題対策本

部」を設置しました。

また、この問題に関する相談窓口を設

けておりますので、お気軽にお問い合せ

ください。

[問い合わせ先]

役場内対策本部事務局

(企画調整課 菌 966-2222

内線 129 )

良
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
金
額

事
業

量

五
二

、

五
O
O
千
円

幅
員
十

一
メ
ー
ト

ル
、
改
良
延
長

二
ハ

0
メ
ー
ト

ル
(
二
車

線
片
側
歩
道
)

平
成
十

一
年
十

一
月

三
日
か
ら
平
成
十

二

年
三
月

二
十
八
日

契
約
の
方
法
指

名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

川
内
町

大
字
北
方
甲

二
八
二
七
番
地

一

花

山

建
設

工

実月

有
限
会
社

広報かわうち
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銀現主。

サラリーマンと⑪
自分で書いて、郵送で~~申告書は、

給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
に

対
す
る
所
得
税

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、

毎
月
の
給
与
や
ボ
ー

ナ
ス
か
ら
源

泉
徴
収
さ
れ
、
十

二
月
に
年
末
調

整
で
精
算
さ
れ
ま
す

。

O
月
々
の
源
泉
徴
収

毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
る
所
得
税
は
、

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
税
額
表
」

に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
。

O
年
末
調
整

一
年
間
の
給
与
総
額
に
対
す
る

所
得
税
額
と
毎
月
の
給
与
か
ら
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
合
計
額

は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、

必
ず
し
も

一
致
し
ま
せ
ん
。

①

結
婚
や
出
産
な
ど
に
よ
り
年

の
中
途
で
扶
養
親
族
の
数
が
変

わ
る
場
合
が
あ
る
。

t
!

‘

②

年
金
保
険
料
控
除

，
干:
r
J川
崎
や
配
偶
者
特
別
控
除
な

」

F
E
E

，
ど
は
年
末
に
一
度
に
控
除

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

。

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の

給
与
の
支
払
を
受
け
る
と
き
に
、

と

過
不
足
額
の
精

算
が
行
わ
れ
ま

す
。

こ
れ
を
年
末
調
整
と
い
い
ま

す
。

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、

年
末
調
整
に
よ
っ
て

一
年
間
の
所

得
税
の
納
税
が
完
了
し
、
確
定
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

確
定
申
告

給料

O
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
次
の
よ

う
な
人
は
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

①

給
与
の
年
収
が
、
二
千
万
円

を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外

の
所
得
金
額
(
収
入
金
額
か
ら

必
要
経
費
を
控
除
し
た
後
の
金

額
)
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を

超
え
る
人

①

勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た

源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②

控
除
の
種
類
に
応
じ
て
領

収
書
や
証
明
書
な
ど
が
必
要

に
な
り

ま
す
。

申告に
あたっての
注意点おと

①

給
与
を
一
一カ
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
人

O
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い

人
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

。

①

マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ

l

ン
な
ど

で
取
得
し
た
場
合

②

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

①

還
付
申
告
を
す
る
場
合
に

は
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
二
十
万
円
以
下
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
含
め
て
計
算
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
書
は
二
月
十
六
日
前
で
も

提
出
で
き
ま
す
。

①

還
付
金
の
受
け
取
り
は
銀

行
な
ど
の
預
貯
金
口
座
へ
の

振
込
み
が
、
ま
た
、
納
税
は

預
貯
金
口
座
か
ら
の
振
替
納

税
が
便
利
で
す
。

ぬ

場
合

①

災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

④

年
の
中
途
で
退
職
し

、
再
就

職
し
て
い
な
い
場
合

⑤

給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控

除
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場

ム
ロ

{
問い
合
わ
せ
先
】

年
末
調
整
や
確
定
申
告
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
、
役
場
税
務
課
ま
で
。

(箇
9
6
6

・

2
2
2
4
)

広報かわうち



機握韮お

みなさんが締めた保険税(料)は
このように使われます
国保では、次のような給付が受け5れます。

病気やけがをしたとき

保険証を提示する

とかかった医療費の

7割を国保が負担

し、 3割の一部負担

金で診療が受けられ

ます。

在宅医療を受けていて訪問看護
ステーションを利用したとき

お医者さんが必要と認めた場合、費用

の7割を国保が負担します。

子どもが生まれたとき

被保険者が出産した

場合に出生児 1 人につ

き 30万円 を支給しま

す。

被保険者が死亡したとき

被保険者が死亡した

とき、葬儀を行った方

に支給されます。

額は、区市町村によ

って異なります。

入院中の食事

か
ト
負
た
負

に
け
-
部
い
が

。

事
、
て

一
除
保
す

食
の
の
を
国
ま

の
用
人
金
を
し

日
湯
本
担
額
担

4
l
t

十
ん
、

の
的

\
汁
M
M

中
準

f
n
河
口
品

院
標
子
，
刊

世

入
る

/
百
M
q

か

t
1

病気やけがでお医者さん
にかかり、一部負担金が
高額なとき

部負担金が一定額

(63 ，600円) を超えた場合、

国保に申請すると超えた分

を国保が負担します。

い っ たん医療費を全額自分

療養の袖付 で支払っ た後、 国保に申請す
111同 ると 3 割の自己負担分を除く

7 割分を国保が負担します。

/7p::EJ 
※急病などでやむを得ず保険証

を提示しないでお医者さんに

かかっ Tことき
℃唱

曲
※保険診療を扱っていない接骨

院にかかったとき

※お医者さんが必要と認めたマ

ッサージーはリ・きゅう

※ コルセ ッ ト - ギブスなどの補

装具を購入したとき

※輸血をしたときの生血代

~ 
q 
広報かわうち



銀員韮お

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
会
社
員
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
は
、
国
民
年
金
の
窓
口
に
届
け
出
さ
え
す
れ
ば
、

ご
自
分
で
保
険
料
を
負
担
し
な
く
て
も
将
来
の
年
金
が
自
分
で
受

け
ら
れ
ま
す

。

届
け
出
が
遅
れ
た
り
、
お
こ
た
っ
た
り
し
ま
す
と
、
将
来
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
、
窓
口
で

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

な
お
、
そ
の
届
け
出
は
保
険
料

の
時
効
の
関
係
で
二
年
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
れ
ま
せ
ん

。

‘....,‘ ... 剛
一ー
一ー---
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H

届
け
出
H

は
お
済
で
す
か
?

者
一

険
一

口
木
一i
 

岨
以一

4
，

A
l
一

口
可一

二
v
d
一

言
m一

第
3

号
被
保
険
者
の
保
険
料
は

配
偶
者
の
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
配
偶
者
の
給
料
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
っ

た
く
の
誤
解
で
す
。

第
三
号
被
保

険
者
の
保
険
料
は

、

配
偶
者
の
加

入
す
る
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
が

制
度
全
体
で
負
担
す
る
し
く
み
に

な
っ
て
い

ま

す
の
で
、
第

三
号
被

保
険
者
の
届
け
出
に
よ
っ
て
、
天

引
き
さ
れ
る
保
険

料
の
額
が
変
わ

る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

第
三
号
被
保
険
者
該
当
届
出

用
紙
は

、

国
民
年
金
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
用
紙
に
扶
養

の
証
明
と
会
社
印
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

そ
の
う
え
で
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

、

お
手

数
で
す
が
年
金
係
の
窓
口
に
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い

。
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-
あ
な
た
の
収
入
が
減
っ
て
、

配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き

-
あ
な
た
の
収
入
が
増
え
て
配

偶
者
か
5

扶
養
さ
れ
な
く
な

っ
た
と
き
、
ま
た
は
離
婚
し

た
と
き

-
会
社
を
退
職
し
て
、
配
偶
者

に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き

判
村
監
皿

戸
ド
I
F
A
U
+山

・
本
人
と
配
偶
者
の
年
金
手
帳

.
健
康
保
険
証

・
第
三
号
被
保
険
者
該
当
届
出

書n
H
V監
皿

r
ト
ト
と
+
山

・
本
人
と
配
偶
者
の
年
金
手
帳

.
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
年
月
日

を
証
明
で
き
る
書
類

判
川V
E
血

r
ト
ト
と
+
出

・
本
人
と
配
偶
者
の
年
金
手
帳

.
健
康
保
険
証

・
第
三
号
被
保
険
者
該
当
届
出

室
田

・
退
職
年
月
日
を
証
明
で
き
る

書
類

ぬ



町職員の給与及び定員管理等の
状況について公表します

町職員の給与・定員管理等の状況は次のと お り です 。

(1 ) 人件費の状況(普通会計決算)

住民基本台帳人口 | 歳 出 額
(平成11 年3月 31 日現在) 1 (A) 

実 質収支

11，126人 I 6，131 ， 598千円 257 ， 628千円

注) 人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

人 件 費
(B) 

956， 539千円

与 費

人件費率 1 (参考)
(B/ A) 1 9年度の人件費率

15.6% I 14.5% 

職員数
(A) 給料

426，101千円

職員手当 | 期末 ・ 勤勉手当| 計 ( B )
1 人当たり給与費
(B/ A) 

120人

注) 職員手当には退職手当を含みません。

注) 給与費は当初予算に計上された額です。

66 ，267千円 I 202，106千円 I 694，474千円 5，787千円

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況 (平成10年4月 1 日現在)

般 行 政 職 技 円E 労 務 職
区分

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均 年 齢 |

川内町 302 ，900円 354 ，800円 40.4歳 211，400円 2 18 ，300円 44.8歳

国 315 ，850円 し-------- 39.3歳 283 ，8 12円 -------- 47 .8歳

(4) 職員の初任給の状況 (平成11 年4月 1 日現在)

)11 内 町 国
区 分

決定初任給 採用2年経過日給料額 決定初 任 給 採用2年経過日給料額

一般行政職
大学卒 163，600円 181 ， 100円 174 ，200円 188 ， 500円

高校卒 141 ，700円 151 ，600円 141 ，700円 151 ， 600円

(5) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 (平成11 年4月 1 日現在)

区 経験年数10年~ 1 5年

258， 000円

経験年数20年~25年

365 ， 700円

経験年数25年~30年

402 ，800円

205 ，100円 321 ，800円 376 ，800円

注) 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいい ます。

(6) 一般行政職の級別職員数の状況 (平成 1 1 年4月 1 日現在)

区 分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級
言十

標事的な職務内容 主事補・抜師補 主事 ・抜師 主 任 主査 ・係長 専門員 課長補佐 課長 課 長

職 員 数 5人 17人 10人 22人 14人 11人 10人 1人 90人

構 成 比 5.6% 18.9% 11.1% 24.4% 15.6% 12.2% 11.1% 1.1% 100% 

(参考) 1 年前の構成比 5.6% 19.1% 15.7% 20.2% 13.5% 12.4% 11.2% 2.3% 100% 

j主 ) 川 内 111] の給与条例に基つく給料表の級区分による職員数です。

注) 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

広報かわうち
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区分 内容 (平成1 1 年4月 1 日現在) 国の制度 tの異同 |

交通用具使用の場合

(2km以上~25km未満のみ
通 記載)

勤 2km以上~ 5km未満 2 ，000円
同 じ

手 5km以上 ~10km未満 4 ， 100円

当
10 km以上 ~15km未満 6 ，500円

15km以上 ~20km未満 8 ，900円

20km以上 ~25km未満 11 ， 300円

区 分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 15.5% 

特殊勤務
支給対象職員 1 人当た り 平均支給年額 87 ， 600円

手 当 手当の種類 (手当数) 10 

( 10年度) 表代 町税徴収事務手当 、 国土調査手当

的 伝染病防疫手当 、 行旅病人等処置
な

手当 手当 、 保育所保母手当 、 有線放送

σコ 業務手当、簡易水道手当 、 野犬等

称名 処理手当

時間外 10 支給総額 26， 112千円

勤務手当
年
度 職員1 人当たりの支給年額 207千円

(8) 特別職の報酬等の状況
(平成11 年4月 1 日現在)

区 分 給料月額等

町 長 802 ，000円

助 役 640 ， 000円

車ヰ 収入役 593 ，000円

幸日 議 長 287 ， 000円

副議長 224 ，000円

酬 E義 員 205 ， 000円

期末手当
町 長 6月期 1 . 6月分

E力 f生 12月期 1 .9月分

収入役 3月期 0.55月分
( 

H 計 4.05月分
9 

度支年 議 長 6月期 1.6月分

副議長 12月期 1 . 9月分
給割

議 員 3月期 0 . 55月分..6. 
Eコ
) 

計 4.05月分

広報かわうち

(7) 職員手当の状況

区分 JI[ 内 町 国

( 10年度支給割合) ( 10年度支給割合)

期 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
末

6月期 1 . 6月分 0.6月分 6月期 1 . 6月分 0.6月分手
当 12月期 1 . 9月分 0 . 6月分 12月期 1 . 9月分 0 . 6月分

勤 3月期 0 .55月分 一月分 3月期 0 .55月分 一月分
勉

計 4 .05月分 1 .2月分 計 4 .05月分 1 . 2月分手
当
職制上の段階、 職務の 職制上の段階、 職務の

級等による加算措置 有 級等による加算措置 有

(支給率) (支給率)

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

退
勤続20年 21 . 0月分 28 . 875月 分 勤続20年 21 .0月分 28 .875月分

勤続25年 33 .75月分 44.55月 分 勤続25年 33 . 75月分 44 .55 月 分
職

勤続35年 47 . 5月分 62 . 7月分 勤続35年 47.5月分 62.7月分

手 最高限度額 60 .0月分 62 .7月分 最高限度額 60.0月分 62 .7 月 分

当 その他の加算措置 その他の加算措置
定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

(2%~20%加算) (2%~20%加算)
退職時特別昇給 1号給 退職時特別昇給 1号俸

区分; 内 容 (平成11 年4月 1 日 現在) 国の制度との異同

- 配偶者……… …… ・・……… 16 ， 000円

・ 扶養親族 2 人まで・・…………・ 5 ，500円
扶|

・ 扶養手当が支給されない配偶者

を有する場合の扶養親族のうち
養 I 1 人………... ・ H ・- …… ....・ H ・ 6 ， 500円

・ 配偶者のない職員の扶養親族の

手| うち 1 人 - 一…- …・……一 11 ， 000円
・ その他の扶養親族……・…・・・・・ 2 ， 000円

当 | ・ 満 16 歳年度初めから満 22 歳年

度末までの間にある子 1 人につ

き加算・・… ・・ ・・・……・…………・ 5 ， 000円

同 じ

- 持家居住者

o 新築 (購入後 5 年間)…… 2 ，500円

。 そのイ也…・ ・・ ・…… ・・ ・・…… ・・・・ 1 ， 000円

住| ・ 借家 ・ 借間居住者
o 月額 23 ，000 円以下の家賃を支払っ て

居 | いる職員
家賃の月額から 12 ，000 円 を控除した額

手 I 0 月額 23 ， 000 円を超える家賃を支払っ て
いる職員

家賃の円領から 23 ， 000円を控除した
額の2分の 1 (その控除した額の2分
の l が 1 6 ， 000 円を超えるときは、
16，000円)を 11 ，000円に加算した額

同 じ

当

- 最高支給限度額………・・・…… 27 ，000円

。



②定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の内訳 (9) 部門別職員数の状況と主な増減理由
(各年4月 1 日現在)

区分 三づ8年三 19年年目 21年0年目 11 年 1 2年 13年 9-1 1 年 概事由要の
3年目 4年目 5年目 計

議 i成員 。 。 。

戸ド
。 (議員事由)

増員 。 。 。 。

A 差引 。 。 。 。 (増員事由)

職員数 2 2 2 2 2 

減員 ./" 。 。 / / 

童書!増員 ζ/ こ 。 。 。

区 γ 
。

差引 。 。 ム1 ム1
務 職員数 15 15 15 14 14 

画主B藍A 同二
減員 どど/と三/ 

。 。

戸i 
(減員事由)

増員 。 。 。 。

差引 ム1 。 。 ム 1 (増員事由)

職員数 5 4 4 4 4 

税 減員 ./" 。 。 。 / /1 0 (議員事由)
増員 ど/こ 。 。 / / 
差 引 。 。

区 千 (増員事由)
務 職員数 5 6 6 6 6 

民 減員

手
。 。 。

区i 
。 (議員事由)

増員 。 2 3 

差引 。 2 3 (増員事由)
生 職員数 19 20 20 22 22 介護餓事担増

偉I 減員 / 。 。 。

プ プ
。 (議員事由)

増員 ./" 。 。

差引 ど竺 。 。 / / (層員事由)
生 職員数 9 9 9 10 1/ / 10 介護器障事p，層

農林水産
減員

zz 
。 2 。

以戸
2 (減員事由)

増員 。 2 。 2 

差引 。 。 。 。 (増員事由)

職員数 20 20 20 20 20 

商 減員 /Z二7/ 7 
。 。 。

1 プ
。 (減員事由)

増員 。 。 。 。

差引 。 。 。 。 (増員事由)
工 職員数 1 V 1/ 
土 減員

三
。 。 。

ド下
。 (減員事由 )

増員 。 。 。 。

差引 。 。 。 。 (垣員事由)
木 職員数 10 10 10 10 10 

-日時
12月 11 日∞

・場所
中央公民館大ホール

・講師・演題
秘めだるま企画。編集室長

小倉くめ先生

「美しき誤解」 定
⑫包曾

「秘めだるま」 を発行し芯がら、

南海放送ラジオ 「くめさんの空l
で活躍されている小倉くめさん

をお招きして、現代社会のボランティア活動をメ

イ ンテーマと してお話を していただきます。

主催 川内町高校生父母の会 -川内町PTA連合会

~ 
職員数 対日IJ年

主な増減理由
平成10年平成11 年 増減数

議会部門 2 2 

総務部門 19 18 ム1 事務の統廃合縮小

ffi~ 税務部門 6 6 

行 民生部門 20 22 2 業務増

政 衛生部門 9 10 業務増

音日 農林水産部門 20 20 

門 商工部門

土木部門 10 10 

計 87 89 2 

覧室 教育部門 31 31 

小計 31 31 

水道部門 4 4 

下水道部門 3 3 

その他部門 3 3 

小計 10 10 

dcEコh 計 128 130 2 

i主)職員数は一般職に属する職員数であり 、 地方公務員の身分を保

有する休職者 、派遣一職員などを含み、 l臨時 又は非常勤職員を除い
ています。

。同 定員適正化計画の進捗状況

①定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の概要
(各年4月 1 日現在)

区分 計8画年前年 19年年目 21年0年目 31年1 年目 41年2年目 13年
5年目

一 減員 / 2 。 / チ般政行 増 員 t:Sこ/ 3 。 3 / 6 

差引 。 2 / / 3 
職員数 86 87 87 89 1/ / 89 

注) 計画期 11，\ J は 、 9年から 1 3i!ニまでの5年間です。

0 12月イベント情報 4

漫部家(西門)
寄贈民俗資料展

かつて、豪震と して栄えた渡
部家(西門) かう 、 昨年多くの

民俗資料を寄贈していただきま

した。

今回その整理作業がほぼ終了
しま したので、一般公聞を行い
ます。 当時、渡部家で使用して
いた生活道具や珍しい資料等を

展示します。

-開催日
12月 2 日休)~5 日但)

圃場所
中央公民館

大ホール

広報かわうち
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読
書
週
間
に
ち
な
ん
で
、
日
頃

読
ん
だ
本
の
中
で
特
に
感
銘
を
受

け
た
本
の
感
想
文
を
募
集
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
三
十
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た

。

審
査
の
結
果
、
応
募
作
品
の
中

か
う
、
次
の
と
お
り
入
選
(
十
点
)
、

佳
作
(
九
点
)
を
選
び
、
表
彰
状

及
び
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た

。

‘表|
彰 1
1犬 i

贈 記
ロ o
三E .l'b、

式品
の
11 
/' 
14 

• 入
官
官
山
(
敬
称
略
)

川よ小学校 2 年

野口公平
東谷小学校 2 年

大里子 綾子

「あや と りひめJ

西谷小学校 3 年

大窪保奈実

「君 をわすれないj「五体不満足」

川、

「動物たちが
いな く なる 」

川上小学校 5 年

村上奈那子
西谷小学校 6 年

東 正樹
西谷小学校 6 年

白戸琴美

金

念忌
貝毒自

/同又

発
表
/ 

O
小
学
生
の
部

O
中
学
生
の
部

O

一
般
の
部

「老人と 海」

川内中学校 3 年

岡田彩乃

「生死半半」

川内中学校 2 年

高本絢子
川内中学校 3 年

大里子 恵美
則之内

高須賀和恵

由
佳

作

O

「
ゆ
す
ち
ゃ
ん
」

西
谷
小

一
年

吉
岡
清
香

O

「
フ
ア
|
ブ
ル
こ
ん
虫
記

せ
み
の
話
」

川
上
小
二
年
松
木
祐
輔

O

「
も
り
の
か
く
れ
ん
ぼ
う
」

西
川
〈
口
小
二
年

菅
野
穂
奈
美

O

「
ク
ロ
ク
サ
ア
リ
の
ひ
み
つ
」

川
上
小
四
年
中
路
歩

O

「
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
|
」

川

上
小
六
年
桑
原
彩
香

O

「
ハ
ッ
ビ
ー
バ
ー
ス
デ
|
命

か
が
や
く
瞬
間
(
と
き
)
」

東
谷
小
六
年
宇

和
川
雅
之

(川
上
小
へ
転
校
)

O

「
五
体
不
満
足
」

川
内
中

一
年

北
保

泰
史

O

「
太
陽
の
子
」

川
内
中

一
年
木
下
理

映
子

O

「
最
後
の
ト
キ
」

川
内
中

一
年

高
須
賀
愛
実

こ
の
読
書
感
想
文
の
作
品
集

が
で
き
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
図
書
室
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、

中
央
公
民
館
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

(箇
9
6
6

・
4

7

2
1
)
 

広報かわうち

ぬ



E111111111111111111111111111111111111111111111 

50人が参加した夜間ウオーク

いきいき 砂
健康ウォ-'1

1 0月 27日、夜間ウオークが行われました。

とれは、川内町が住民の健康づくりのため、 5 年

前から実施している健康ウォ クを今年、夜間ウオ

ークとして実施したものです。

夜の安全な歩き方を松山南警察署交通課の河野寛

巡査部長から教わった後、 国道11 号線周辺の3.7キ

ロを川内町からプレゼン卜されたヘッドライトと反

射タスキを身につけて歩きました。

1 時間足5ずで‘歩ききった参加者の額には、うっ

すらと汗がにじんでいました。

11 月 1 1 日、三島神社 (保免)の県指定

有形文化財「随身像」二体が、修理のた

め、京都にある美術院国宝修理所へ送ら

れました。

約 3 力月の解体修理の後、 川内町へ“里

帰り"する予定です。

三島神社
随身像が
解体修理

4 

秋の全国火災予防週間中の11 月 1 4日、

防火デ一行事が行われました。

非常招集放送で川内中学校のグランド

に集合した消防団員は、幹部団員の号令のもと、規律

訓練に取り組みました。

その後、町内全域を防火パレー ドし、防火意識の高

揚を呼びかけました。

広報かわうち

て
い
ね
い
に
梱
包
さ
れ
る

三
島
神
社
随
身
像

4‘ 惨
防
火
号
i

ぬ

. 県富 10月四県民文化会λ
血ir c'行われた愛媛県少年補導 . 

禍害T 委員連絡協議会結成25周年 f
T 企暴強 記念大会伽て問 i
.A... 史さん(宝泉) が白頃の補 .

5 奮闘拡 導委員活動が認めうれ、 2
: .. 墨年さ 5周年記念会長特別表彰を :
昌記九 受けられました。 i 
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弘
一
叫一

相
ナ

康

一

健
コ

日

月
ロ
日
ー

は
日
の
3

日

間
、
中
央
公
民
館
を
主
会

場
に
川
内
町
の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

ブ
レ
文
化
祭
と
し
て
、
日

月
7

日
に

は
「
な
つ
が
し

の
映
画
祭
」

「囲
碁
・
将
棋
大
会
」
が
、
期
間
中
の

旧

日
に
は
松
平
定
知
さ
ん
を
お
招

き
し

て
の
文
化
講
演
会

が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
作
品
展
示
会
、
芸
能
発
表
会
、

人
形
劇
、
句
会
、
パ

ザ

な
ど
、
盛
り

、

た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト

、

か
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

川
肉
町

文
化
祭

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

文
化
祭
投
句
箱
よ
り

ぬ

某
氏

則
之
内
岡

・

落
ち
葉
舞
木
洩
れ
日
照
ら

す
無
縁
仏

今
も
夢
見
る
大
阪
の
里

.

今
北
旦
領
具
足
の
六
地
蔵桂

の
浜
の
松
に
追
い
風

.

は
ち
き
ん
は
飲
め
ぬ
飲
め
ぬ
と

飲
み
も

飲
ん
だ
り
一
升
の
酒

.

巡
礼
の
八
重
歯
が
白
き
岩
屋
寺

・

赤
岡
の
絵
金
悲
し
ゃ
盆
の
宵

・

紅
葉
の
風
に
吹
か
れ
て
夫
婦
旅

可

野

赤
と
ん
ぼ
、
っ
た
に
も
な
っ
て人
気
者

明
子

宇
和
川

恵

て
ん
だ
ん
の
木
か
ら
ま
い
ち
る
い
ち
ょ
う
の
葉

名
前
が
あ
り

ま
せ
ん

文
化
祭
美
の
表
現
に
魂
注
ぎ

日

暮
時
に
ス
ズ
虫
の
声
に
聞
き
い
る
散
歩
道

広報かわうち



TOWNTOPICS 

十

一
月

三
日
、
川
内

中
学
校
で
文

化

祭
が
行
わ
れ
ま

し

た
。

「最
高
の
自
分
を
目
指
し
て

1

新

し
い
自
分
と

夢
の
発
見
」
を

テ
l

マ
に

開
催
さ
れ
た
文

化
祭
は
、

生
徒
会
役
員

に
よ

る
オ

ー

プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー

で

川
内
中
学
校
文
化
祭

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す

。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う

」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い

。

2
9
6
6

・

2
2
2

2

閉
幕
し
ま

し
た
。

す
べ
て
の
学
級
が
参

加
し
た
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル

、

マ
イ
夏
研
発
表

、

海
外
派

遣
報
告

、

職
場
体
験
発
表

、
思
春
期
ふ

れ
あ
い
体
験

、

吹
奏
楽

、

先
生
の
コ
ー

ラ
ス

、

獅
子
舞

、

ダ
ン
ス

、

人
権
劇
な

ど
が
体
育
館
で

、

フ
リ

l

マ
l

ケ
ッ

l
l

.

や
展
示
会

、

お
茶
会

、

紙
芝
居
な
ど
の

各
種
イ
ベ
ン
ト

が
各
教
室
で
行
わ
九

、

大
勢
の
人
で
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

。

(
代
)

P人&力、』
市 Z玄

O失敗・出しそびれハガキを集めます。 ご協
力ください。

ハガキ入れのポストは 、 l 月末日まで中央

公民館の玄関に置きます。 この代金は川内 10]

社会福祉協議会まごころ銀行へ贈 らせていた

だきます。

0施設訪問
愛のタオル I 枚運動ご協力ありがとうごぎ

いました。 1 ，230枚集まりました。 この愛のタ

オルを持って 12月に施設を訪問させていただ

きます。 また、文化祭の即売品をたくさんあ

りがとう ございました。 売上げの半分は各支

部へ還元させていただきます。

0桜学級(料理教室)
12月 12 日 (日) 牛乳を使っ た正月料理

12月 14 日 (刈 ヘルシーな正月料理

O花いっぱい運動
12月 1 8 日 (i) 午前 8 UねO分~

パーベナの下刈りをします。

ご協力をお願いできます方は、 産業道路へ

ご集合ください。

0ボカシづくり
12月 26 日 (日) 午後 2 時~

中央公民館大ホー ル 年末にてご多用と思

いますが、お誘い合わせでご参加ください。

@ @ 

文
化
祭
合
同
俳
句
会

残
照
の
捕
へ
し
も
の
や
木
守
柿

湯
豆
腐
や
心
和
め
る
京
言
葉

秋
品
川
や
使
ひ
初
め
の
土
佐
包
丁

繋
が
れ
し
ま
っ
の

‘一廃
船
冬
鴎

雨
傘
の
干
さ
れ
山
茶
花
日
和
か
な

庭
石
を
渡
る
や
石
蕗
の
花
さ
か
り

島
へ
来
る

嫁
の
う
わ
さ
や
小
春
凪

明
日
は
も
う
雨
か
も
知
れ
ず
小
春
か
な

親
犬
の

乳
-房
に

・一寄
る
子
霜
夜
か
な

お

茶
の
間
に
揺
る

、

日
の
斑
や
久
、
、
ぬ
く
し

湯
豆
腐
や
単
身
赴
任
に
ま
だ
慣
れ
ず

庭
の
木
に
群
が
る
雀
冬
日
濃
し

忌
な
く
老

ゆ

仕
合
せ
や
根
深
汁

浮
身
の

A叩
燃
し
て
久
、
、紅
葉

池
川

高
須
賀
清
江

樋
ロ

大
下

菅
E子

広報かわうち

1V自
谷

選
史
子

上
旬
マ
サ
ミ

典
子

斗
清

高
須
賀
和
志昭

…
会
ナ

高
i額

田

吾F

広
明

相
原

ハ
ツ

子

楠菊
好

近
藤

;也
;11 

治
子

日尤
子

田
中

笹
子
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春

明
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醐

和
田
友
希
さ
ん

国
体
(
自
転
車
競
技
)

で
優
勝
f

「
プ
ロ
に
な
る
こ

と
が
最
終
目
標
で

、

国
体
は
そ
の
通
過
点
」
と
い
う
の
は

、

先
日
行
わ
れ
た
第
五

十
四
回

国
民
体
育

大
会
の
自
転
車
成
年
男
子
千
メ
ー
ト
ル

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
で

、

自

己
ベ
ス
ト

を

一
秒
以
上
更
新
す
る

l

分
7

秒
8
0

6

で
優
勝
し
た
和
田
友
希
さ
ん
(
西
中

和
田
さ
ん
は

、

新
田
高
校
進

学
と
同
時
に
長
距
離
自
転
車
通

学
を
始
め

、

そ
の
長
距
離
自
転

車
通
学
が
き
っ
か
け
と
な

り

、

自
転
車

部
に
入
部

、

め
き
め
き

と
実
力
を
つ
け
て
い
き
ま
し

た
。

(
西
中
村
)

TOWNnOPICS 

1 歳

同
校
卒
業
後
も

、

…
「倒
剤

一
一

ゅ
う
を

い
相
原
佑
紀
く
ん

日

(吃
月
什
日
生
)

せ
っ
か
く

お姉ち ゃんと遊ぶのが大好きな佑
紀くん。 元気でたくましく育って
ね。(父母より)

「lf

熊本 で行わ れ た第54回国民体青犬会自転車
成年男子1000m タイ ム トライアルの表彰式

(左から 2 人目が和田さん)

培
っ
た
自
転
車
競
技
の
実
力
を
活
か
し

た
く
て
プ
ロ
を
目
指
し
、
今
も
練
習
に

余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
月
中
旬
の
競

輪
学
校
の
入
学
試
験
合
格
を
目
指
し
が

ん
ば
る
和
田
さ
ん
は
「
全
国
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
が
集
ま
る

S

級
の
競
輪
選
手
に

な
り
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま

し
た
。

唐
木

沙さ
( 耶ゃ
12 ち
月 ゃ

日 ん
生

川
柳
も
づ
く
吟
社
十

一
月
例
会
報

蹴
る
仕
日
早
芯
は
怒
っ
て
な
い
笑
く
ほ

石
こ
ろ
を
蹴
っ

て
十

五
が
拘
ね

て
い
る

付
き
合
い
の
深
さ

で
決
め
る

色

紙

案
内

板
た
よ

り
に
着
い
た

山

の
宿

看
板
が
道
に
寝

て

い
る
台
風
禍

サ
ラ
金
の
看
板
ば
か
り
派

手
な
街

嘘
つ
き
も
た

ま

に
は
本
当

千
三
ツ

リ
ハ

ビ
リ

の
つ
も
り
の

正
庄
退
院
後

正
座
す
る

二
人
灰
皿
そ
っ
と
替
え

健
康
な
正
座
背
中
が
ピ
ン

と

伸
び

嘘
へ
草
記
憶

に
な
い

と
世
を
渡
り

飾
り
気
が
な
い
か
ら
嘘

と

忠
え

な
い

横
綱
の
看
板
が
え
く
大
相
撲

待
ち
人
が
来
ぬ
か
ら

小

石
蹴
と

、
はさ
れ

名
刊
の
看
板
に
さ

れ
仁
王
門

一
月
例
会
御
案
内

喜
撰
亭

由
港

高
須
賀
帰

一

存
山
森一
日
美
登
里

高
岡

紫
温

都
築
登
貴
子

佐
々
木
胡
舟

菅
野
美
雪

渡
部
佐
久
良

松
岡

義
国

山
本
ひ
ろ
志

平
岡
深
舟

野
中
友
視

山
本
紫
芳

岡
本
武

士

菅
野
華
泉

‘ 一高
瀬
喜
撰
一
手

題所時

一
月
五
日

(水
)
午
後
七
時
よ
り

中
央
公
民
館

鏡
餅

・

数
の
子

・
初

(
読み
込
み
)

の
刀

・

←
板
戸

一

も
つ
川

髪
れ

・

そ
う

り
な
れ

く
忌

日

武
方
大
空
く
ん

よ
く
忠

!
3

空
き

で
と

日

(じ
月
託
日
生
)
、
大
\
.

の

。
パv
n

臥

J
・3

.

、

‘

ま
に
仏

る
ね

・

抽
F
H

ん
気

れ
い

司
・

1

-\

ま
元

わ
い

U

膏

の
で

違
ら

い

顔
心

閏
た

い

笑
な

と
び

い

い
き

子
伸

日

い
大

の
が

パ

わ
く
ね

男
毛

ト

か
広
て

来月号は、 1 月生まれの満
1 歳児を募集します。 11 月末

日 までに役場総務課広報係ま
で写真と コメン 卜をお寄せく
ださい。

広報かわうち



インフォメーション

圃パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ

圃技
術
講
習
会

口
対
象

就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

-

パ
ソ
コ
ン
(
職
業
能
力
開
発

協
会
3

級
程
度
)

-

ワ
ー
プ
ロ
(
日
商
・
能
開
検

定
3

級
)

口
場
所

・

パ
ソ
コ
ン

(松
山
市
久
米
窪

田
町
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
愛
媛

)

・

ワ
ー
プ
ロ

(松
山
市
山
越
町

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー
)

口
開
催
期
間

-

パ
ソ
コ
ン

(1
1

2

月
の
聞

の
む
日
間
)

-

ワ
ー

プ
ロ

(1
1

3

月
の
聞

の
幻
日
間
)

口
問
い
合
わ
せ
先

申
込
期
間
、
申
込
方
法
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
愛
媛
県
女
性

職
業
セ
ン
タ
ー

(宙
9
2
3

・

2
2
0
1

)
ま
で

圃
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院

圃ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

口
活
動
内
容

患
者
さ
ん
の
受
付
の
手
伝
い
、

病
院
の
案
内
、
移
動
の
介
助
、

食
事
や
入
浴
介
助
の
補
助
、
話

し
相
手
な
ど

口
活
動
場
所

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院

口
活
動
日
時

月
曜
日
i

金
曜
日

(祝
祭
日
を

除
く
)
午
前
9

時
1

午
後
3

時

の
う
ち
希
望
の
日
時

口
資
格

特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動
が
行
え
る
健
康

な
方

口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
大
学
医
学
部
総
務
課
企
画

調
査
係
(箇
9
6
0

・
5

1

2
5

)

※
申
し
込
み
の
際
に
、
説
明
会

な
ど
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま

す
。

園法
務
総
合
相
談
所
・
外
国
人

圃の
た
め
の
人
権
法
律
相
談
所

口
日
時

ロ
月
6

日

間

午
前
日
時
1

午
後
3

時

口
場
所

松
山
市
役
所
本
館
日
階
会
議
室

口
相
談
内
容

人
権
問
題
、
K
1
1
し
、

仕
コ
七
、

一
­

E
I
」
ニ-
H

，
主lv
三
口

一仁
ノ

籍
、
国

籍
相
談

、

遺
言

、

外
国

人
の
た
め
の
人
権
法
律
相
談

(
無料
・

秘
密
厳
守
)

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士
、
公

証
人
、
法
務
局
職
員
、
英
語
通

訳
者
、
中
国
語
通
訳
者

圃
人
権
問
題
に
関
す
る
総
合

園
児
時
間
電
話
相
談

口
日
時

ロ
月
山
日
幽

午
前
9

時
l

午
後
9

時

口
電
話
番
号
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

ハ
U
1
i

円
4

ハ
U

・
ハ
U
円
L
R
U

・

に
U
R
U
ハ
U

口
相
談
内
容

差
別
問
題
、
い
じ
め

・

体
罰
、

家
庭
及
び
近
隣
関
係
等
人
権
問

題
全
般
(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

口
相
談
担
当
者

弁
護
士
、
僧
侶
や
教
育
者
等
多

種
の
経
験
を
持
つ
人
権
擁
護
委

員
、
法
務
局
職
員

「寸

22 百整い
8 月 再 υ

誌火 時相や
川 一-1 水 日米芯
午 ・ if 
後金 CJ:j-
5 曜 主主
時日 め

口
場
所

中
央
公
民
館

:
!
 

2

陪教
育
相
談
室

広報かわうち

口
内
容

い
じ
め
・
登
校
拒
否

等
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
本
人
ま
た

は
保
護
者
・
関
係
者
か
ら

の
相

火
六

口
相
談
員

渡
部
良
温
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

(
無料

・

秘
密

厳
守
)

口
電
話
相
談

薗
9
6
6

・

6

1

5
0

n ・・・・・・・・
早 福相交
ム 談吾火:置

普 日ロ一事

故
笹

料

ぬ

9

時
却
分
か
ら

は
山
時ω
分
ま
で

口
弁
護
士
相
談
日

木
曜
日
日
時
か
ら
同
時
ま
で

口
電
話
相
談

箇
9
4
5

・

2
3
3
5

口
相
談
場
所

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー

(松
山
市
花
園
町
1

の
3

日
本

生
命
松
山
市
駅
前
ピ
ル

)



田

園
児
月
4

日

j
m
自

国人
権
週
間

インフォメーション

人
権
週
間
は
、
国
民

一
人
ひ
と

り

が
H

人
権
H
と
い
う
も
の
を
再

認
識
し
、
ま
た
、

自
己
の

行
為
に

よ

っ

て
他
人
の
人

権
を
侵
し
て
い

な
い
か
反
省
し
て
み
る

週
間
で
も

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生
活
を

営
む
た
め
に
は

、

お
互
い
の
立
ち

場
を
尊
重
し

、

自
分
の
権
利
ば
か

り

を

主
張
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

心
が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
近
く
の
人
権
擁
護
委

員
か
地
方

法
務
局
ま
た
は
そ
の

支
局
へ

ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

な
お
、

川
内
町
の

人
権
擁
護
委

員
は
、
次
の
方
々
で
す
。

O
野
首
恒
明
(
市
場
)

箇
9
6
6

・
2
5
3
3

O
渡
部

洋
美
(
八

l幡

自
9
6
6
3
4
8

1

0 
内
田

勝
尉

(
滑川
中

箇
9
6
6

・

5
2
2
4

とてに 眠留置富田園

お追、平 の給

22 交官 追水
す定装年 加表
。 じ 置 q 指置

た工ベ 定工
業事カ
者事ら に事
は業 10 つ事
J 守広 い業
お t 両 て者

口
偏
ケ
ィ
・
ア
ー
ル
総
合
企
画

松
山
市
堀
江

町
甲
3
3
9

の
2

(箇
9
7

8

・
5
9

7
5

)

口
愛
媛
冷
暖
房
欄
松
山
市
柳
井

町

一
丁
目

8

番
地

5
(
箇
9
3

4

・

1

7
7
2

)

口
偏
正
和
水
道
企
画

松
山
市
古

三
津
三
丁
目
6

番
灯
号
(
箇
9

5
2

・

0
7
0
7
)

口
側
勝
山
水
道
工
業
所

松
山
市

三
町
三
丁
目
3

香
川
品
号

(箇
9
7
5

・

4
4
7
7
)

口
側
大
門
土
業

松
山
市
来
住
町

3
1
1

番
地

(薗
9
7
6

・
0

圃
「
県
民
に
よ
る
地
域
社
会

園"
つ
く
り
推
進
懇
談
会
」
の

圃
ホ
l

ム
ベ
l

ジ

愛
媛
県
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
N
P
O

な
ど
が
活
躍
し
や
す
い

社
会
環
境
の
整
備
な
ど
を
通
じ

て
川

県
民
主

体
の
活
力
あ
る
愛
媛

の
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
「
県
民
に
よ
る
地
域
社
会
づ

く
り
推
進
懇
談
会

」
を
設
置
し
、

そ
の
会
議
の
状
況
等
を
ホ

1

ム
ペ

ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー

ム
ペ
l

ジ
を
ご

覧
い
た
だ

き
、

ご
意
見
等
を
次
の
と
こ
ろ
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ロ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

2
2℃
\
〉
と
を
宅・空白
日{1・
日
}己
ヨ

刊
・
」℃
\

口
意
見
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

ご
意
見
を
1

0
0

1

2
0
0

字

程
度
に
ま
と
め
、
名
前
と
連
絡
先

を
記
入
の
う
え
、

E

メ

l

ル
ま
た

は
郵
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い

。

。
E

メ

1

ル

℃
2

・
5
2

Am
w℃E・

z
v・0
E
ヨ

日

」
℃

。
干
7
9
0

・
8
5
7
0

(住
所

記
入
不
要
)
愛
媛
県
庁
企
画
課
地

域
政
策
係

(箇
9
4

1

・
2
1
1

内
線
2

1

2
4

)

l 

一国の
教
育
口
|
ン

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
高

校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
等

へ
の
入
学
費
用
や
授
業
料
を
融
資

す
る
「
国
の
教
育
ロ

l

ン
」
の
申

込
を
受
付
し
て
い
ま
す

。

口
融
資
額

学
生

・

生
徒
一
人
に
つ
き

. 12月とみの収集目
清掃センター 電話 966-49 8 9

1 もえるごみ ※ 12月 3 1 日 は、ごみの収集を休みます。

収集曜日 収集地 t或 収集変更日又は収集休止日

東谷 ・ 西省
1 2月 23 日休)は

月・木 土谷 ・ 滑)1 1 ・ 奥松瀬川
士』珍 天神 (山田団地を除く )

12 月 24 日 (到に収集

火 ・ 金
北方東 ・ 北方西 12月 3 1 日後)は

週
南方東・南方西 1 2月 30 日休)に収集

変更な し水 ・士 山田団地 ・償灘団地 ・前松瀬川

2
0
0

万
円
以
内

ロ
利年

2

・

3
%
(
平
成
日
年
9

月

初
日
現
在
国
定
金

利
)

口
返
済
期
間

叩
年
以
内
(
交
通
遺
児
家
庭
ま

た
は
母
子
家
庭
の
方
は
、
-

年

の
延
長
が
可
能
)

※
在
学
期
間
以
内
で
元
金
据
置

T
」

包
じ

一日
ム
日

口
問
い
合
わ
せ
先

返
済
方
法
な
ど
詳
し
い
予
」
と
は

、

松
山
市
三
番
町
6

の
7

の
3

国
民
生
活
金
融
公
庫
松

山
支
店

(菌
9

4

1

・

6
1
4
8

)

ま
で

率

ぬ

2 .もえないごみ・有資源回収

収集地減 ガラス ・空ピン類 空き缶等金物類 有資源回収

東谷・西谷

土谷 ・ 滑 ) 1 1 ・奥松瀬川 1 2月 1 3日伺) 1 2月 27日(月) 1 2月 1 3日(月)

天神 (山田団地を除く )

北方東 ・ 北方西
12月 14日ω 12月 28日閃 1 2月 14日伏)

南方東 ・ 南方西

町西 ・町東 (天神を除く )

山田団地・様灘団地 1 2月 8日側 1 2月 22日(7)<) 1 2月 1 5目的()

前松瀬川

広報かわうち



健康センターから

-健康センター岱966 ・2191

-~J陪~lIj議院=長温

コ 3 歳児健康診査
日時 12月 21 日ω

午後 I 時 ~2 時

場所 健康センター 2 陪

対象 平成 8 年 4 月 ~6 月生ま

れの幼児

内容 身体計測、問診、 小児科

診察、歯科診察

保健指導(歯科・栄養)

持参品 目子健康手帳、 アンケー

ト (事前に送付します )

。乳幼児相談

日時 毎週水曜日

午前 9 時~ 12時

場所 健康センタ -1 階

内容 身体計測、育児相談

持参品 開子健康手1 1張

0育児相談

日時 12月 16 日 (*)

午前 9 時~ 1O時

場所 健康センター l 階

対象 平成 1 0年 1 0 . 11 月 、 平

成11年 5 ・ 6 月生まれの

乳幼児

(生後 6 ・ 7 カ月、 l 歳

1 . 2 カ月児)

内容 身体計iJllJ 、発達チェック 、

保健指導、栄養指導
持参品 母子健康手11展、アンケー

ト (事前に送付します)

0育児学級

日時 12月 16 日 (木)

午後 l 時 ~2 時

場所 健康センター l 階

対象 平成11年1 ・ 2月、平成 11

橿"-~l混誌~~圃

年 8 ・ 9 月生まれの乳児

(生後 3 ・ 4 カ月児、 1 0 ・

11 カ月児)

内容 身体計iHIJ 、発達チェ ック 、

小児科診察、保健指導、

栄養指導

持参品 母子健康手帳、アンケー

ト (事前に送付します)

0子育て教室

日時 12月 7 日ω

午前 9 時 ~ 12時

場所 健康センター 2 階

対象 平成 9 年 7 月 ~9 月生ま

れの幼児とその保護者

内容

1 ) 講話「元気な歯を作ろう」、
ブラッシング指導

講師歯科衛生士

2 )手作りおやつ試食会

3 )身体計 測、保健指導、 栄養

指導

持参品 町子健康手11張 、 アンケー

ト (事前に送付します)

lÎlフマラシ 、 コップ、 タオ

lレ

臨時軍司IPJI圃

0いきいき健康講座

「新しい国民病? 糖尿病 」

日時 12月 6 1=1 (月 )
午後 l 時30分~3 時

場所 健康センタ - 2 階

講 師 愛媛県立中央病院

内科部長 清水一紀先生

開銀ヨi瑞鶴

O健康相談・栄養相談
血圧測定、尿検査を行っています。

日 時 対象児と注意事項

3 カ月 ~ 7 歳 6 カ月の者。

種
12月 1 日同

* 百日咳にかかったことのある者は受付で申し出て

混 二種混合 ( ジフテリア ・ 破傷風) を受けてくださ
.0. 

し 、 。t::l 

。受付 午後 2 時 -3 時

。場所 健康センタ- 2 階

。持参品 母子健康手11長 ・ 予防接種手帳 ・ 体温計

12/3~ 12/9 
障害者週間

健康に関することはお気îl主にご相談くださ

し、 。

日時 毎週水曜日

午前 9 時~ 12時

場所 健康センタ ー l 階運動指導室

0ととろの健康相談

精神的に不安定だったり 、 お年寄りの痴呆

等の相談をお受けしています。

日時 12月 14 日ω

午前 9 時~ 12時

場 所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦まで

ご連絡ください。

0滑川健康相談

日時 12月 3 日幽

生活改善センタ ー 午前11時~ 12時

海上午後 1 時30分~2 時30分

九騎午後 311寺 ~4 時

思Um:ïO届圃

理学療法士による機能回復の訓練を行って

います。

日時 毎週水曜日午後 l 時 ~3 時

場 所 ガリラヤ荘

(注) 申し込みが必要ですので、保健婦ま
でご連絡ください。

艦盟.;;昆剖同lr..~讃佐官及室田酒田量

日時 毎週月曜日

午前 8 時30分~ 10時

場所 健康センタ ー

持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札

量副主鹿珪国軍 (診療時間午前日時30分~午後5即日分)
日 当番， 医 住所 電話

5日 ( 日 ) 生島眼科 重信町野田 960-5000 

12日 ( 日 ) 石川小児科
重信町 955-0333 

1JW河原

19日 ( 日 ) 西村内科
重信111] 964-2461 

志津川

23日 (祝)
辻井循環器科

重信町田窪 964-0013 
内科小児科

26日 ( 日 )
国立療養所 重信町 964-2411 

愛媛病院 級河原

3 1 日 (金) 西聖子内科
重信 11庁牛 ii:IJ 964-2200 

クリ ニ ッ ク

広報かわうち



Photo 

官官『冨冒「冒可E司r冒門
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園田・・・・・・・・・・・・・ E・ -ー・陶

表紙の写真

11 月 13 EI 、 熊野村IHで・ 「ちひ.っ こいの子相

撲大会」 が行われました。

凝っ た衣装の行司や呼出しに促されるよう

に、土俵上は白熱した取組みが繰 り 広げ ら れ

ました。

町の勤き (1 1 月 l 日現在)
人 口 1 1 ,1 79 人 (- 1 2人 )

男 5 ， 294 人 (- 10人 )

女 5 ， 885 人 (- 2人 )

世帯数 3 ,8 1 8 戸 (十 1 戸 )

戸籍の窓
(10月受付分・敬称11硲)

食お誕生おめでとうございます

年
賀
郵
便
道
順
組
立

こ

の
写
真
は

、

豪
農
渡
部
家

(西
門
さ
ん
)
よ

り

寄
贈
い
た
だ

い
た
も
の
の
中
に
あ

っ
た

写
真

で
、

昭
和
三
十
年
代
後
半
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

当
時
、
川
上
郵
便
局
長
を
務
め
て
い
た
渡
部
満

久
氏
の
撮
影
と
思

わ
れ
る
こ

の
写
真
に
は

、

H

年

賀
郵
便
道
順
組
立
H

の
説
明
書
き
が
あ
り

、

年
始

に
配
達
す
る
郵
便
を
配
達
順
に
並
び
か
え
る
作

業

を
し
て
い
る

様
子
が
写
っ
て
い
ま
す

。

当
時
の
郵
便
局
内
部
を

写
し
た

貴
重
な

一
枚
で

唱
す。な

つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
!

役
場
総
務
課
広

報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

住所 保護者 名前 生年月日

井 内 中 河~Nå f.忠明
り "' 10. 2 竪 乃

旦之上 岡本型司
λ弘 こと

10. 4 未琴

上 1ψ 渡部 j盈生
み IJ 

10. 6 美 緒

;償灘団地 3 近 ii~~ 俊彦 佑故 10.25 

住所 氏名 年齢 死亡月日 世帯主

原 仙波久#jl 69 10. 3 制liß( 久対i

上古市 d主音11 ,!f. 91 10. 6 渡部i i'i:. 

ー ケ 谷 杉原芳之 86 10. 7 杉原 孝

ガリ フヤ~f 工水戸 コメヨ 84 10. 8 工水戸 コメヨ

rllJ 盟 昔ー 鶴tjí 82 10.12 官 鶴雄

カリ フヤ ;i:E 十日 1京みつる 86 10.15 相 l京みつる

坂 加藤良j玄 68 10.19 加藤良彦

チ1: 内 上 大野ミツ ヲ 89 10.19 大型r- ~Mjf 

flvt i~lt I i背水 茂 i台 70 10.20 ij'í"71く {Iま j台

*ζめい福をお祈りいたします

滑
川
の
面

木
山
に
登
っ

た
。

川
内
に
住

ん
で
い
な
が

ら

川
内

の
山

に
登
っ
た
こ
と
も

、

そ
の
山

の
名
前
さ
え
知
ら
な
い
自

分
に
気
づ
き

、

「
そ
こ

に
山

が
あ

る
か
ら
」
と
い

っ
た
登
山
家
で
は

な
い
が

、

身
近
な
山

に
挑
戦
し
て

み
た
。

整
備
さ
れ
た
登

山
道
を
指
導
標

に
し
た
が
っ
て
登
れ
ば
頂
上
に
た

ど
り

着
く
有
名
な

山

と
違
い

、

身

近
な
山

は
、
簡
単
な
よ
う
で
難
し

、

。

-
V
 

そ
れ
ゆ
え

、

登
頂
し
た
満
足
感

は
ひ
と
し
お
で

、

し
ば
し
、
浮
世

の
な
が
め
を
楽
し
ん
で
き
た

。

ぬ

編集/}II内町総務課

干 79ト0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEL (089) 966-2222 

印刷/アマノ印刷
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企
画木山の頂上の展望は、南|こ拓け
ていて、石鎚山系の山々が見える。
手前の山が、三角点のあるI員。
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面
木
山
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「 北方から見た画木山。
I (注)箇木山へは、確たる登山道
l は芯く 、 地元の人以外の山
l 行は難しい。

" 
山

行

十

一
月
七
日
、
無
理
を
お
願
い
し
て

に
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た

。

滑
川

の
郷
の
集
落
で
車
を
降
り
、
和
田
正
計
さ
ん

(弥
助

成
)
の
案
内
で
面
木
山

へ
向
か
う
。

集
落
を
抜
け
、
山

道
を

行
く
と
す
ぐ
に
植
林
の

中

に
入
る
。

薄
暗
い
木
立
の
中
を

、

面
木
山

目
指
し
て
ひ
た
す

ら

進
む
が
、
植
林
の
中
は
周

り

が
見
え
な
い
た
め

、

自
分
の
位
置
が
わ
か
り
に
く

い
。

そ
れ

で
も
な
ん
と
か
稜
線
に
で
て

、
山
の
頂
に
登
り
つ
め
る
と

そ
こ

は
、

三
角
点
の
あ
る
も
う

一
つ
の
頂
だ
っ
た
。

軌
道
修
正
を
し
て

、

そ
の
西
方
の
頂
に
た
ど
り

着
い
た

の
は

、

郷
の
集
落
を
出
て

、

約
二
時
間
後
だ
っ
た
。

や
っ
と

の
思
い
で
た
ど
り
着
い
た
頂
上
に
は

、

三

つ
の
嗣
が
あ
り

、

そ
れ
ぞ
れ
滑
川

、

鞍
瀬
(
丹
原
町
)、
千
原
(丹
原
町
)
の
方
向

を
向
い
て
い
る

。
(毎
年

一
回

、

五
月

一
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の

集
落
の
人
が
お
参
り
す
る
と
か
。

)

頂
上
か
ら
は

、

青
滝

、

堂
ケ
森
1

西
冠
の

北
面
な
ど
石
鎚

山
系
の
山

々
が
一
望
で
き

、

雑
木
の
聞
か
ら
は

、

道
前
平
野

と
松
山

平
野
の
両
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

"
面
木
山
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